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第１回全体会合  本多講師から政策立案について指導 

 

東部グループ第３回会合   

西部グループ第３回会合   

 

第２回全体会合  テーマ選定や今後の方針について指導 
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第４回全体会合  企画書、発表資料について指導 
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それぞれ決まったテーマについて取り

組むべきことを考察 

 

実現性のある企画書・発表資料作成 

 

 

企画書・発表資料の調整 

 

テーマ選定 

 

テーマ選定と方向性を模索 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

平成１９年度 こうち人づくり 調査研究事業 

 
 

父親の家事意欲向上事業 

～男よ台所に立て～ 

 

 

父親料理対決プレ大会の様子（田野町：９月２９日）   

 

 

 

 

 

グループ名 東部グループ             

所属        名前 
  田野町  総 務 課  今 井  章 博   
  室戸市  福祉事務所  山 崎   桂    
  安芸市  学校教育課  濵 川  真千子   
  田野町  保健福祉課  井 上  孝 二   
  田野町  まちづくり推進課  安 岡  裕 史  



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼事業の必要性（事業選択の背景） 
 男女共同参画の推進により女性の社会進出が進み、結婚した後も仕事を続ける人や、景気の低迷によ

り経済的な理由で共働きしている家庭も多い。そんな時代においても、家庭内の男女の役割分担が適切

になされている例は少なく、依然として家事・育児にかかる女性の負担は大きい。 
 内閣府が発表した男女共同参画社会に関する世論調査で、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」と

いう昔からの考え方に反対する人が、調査開始以降初めて 50％を超えた。しかしながら、同調査におい

て実際に掃除・食事の支度・片付けという「家庭における家事分担はどうなっているのか」という質問

では、3 つの家事全てにおいて約８割の家庭で妻が行っているという回答であった。 
 実際に、我々も子育て世代の母親を対象に、家庭内での家事の役割分担に関するアンケート調査を実

施した結果、掃除・洗濯・食事の家事を妻が行っているという家庭が約９割を占めていた。 
また、子どもは親を見て育つという言葉があるように、そういう家庭で育ってきた人たちは、家事は

女性（母親）がするものであるという意識が根強く残っている。 
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 そうした背景を受け、家庭における男性の家事時間を

増やすことにより、女性の家事負担を軽減するととも

に、次世代においては、家事・育児は夫婦協同で行うも

のであるという意識付けを行いたい。 
 また、現在の男女共同参画社会推進の裏に潜む問題と

して、家族が家庭で過ごす時間が減ったことによるコシ

ョク（個食・孤食・固食）化や家族だんらん時間の減少

など様々な問題が発生している。 
 これまでの男女協同参画推進の事業では、講演会や男

性を対象とした料理教室などが行われてきた。それによ

り、男女共同参画についての意識付けという点では一定

の成果をあげているが、先に述べた調査結果等からもわ

かるように、家庭においては男性の行動が伴っていない

のが現状である。 
  

料理教室・講演会 意 識 改 革  行 動 変 容 
 
そこで我々は、自然な形で家事を体験させることにより意識改革を行う事業を提案する。 
 

 意 識 改 革  行 動 変 容 
 
 
 

 果たすべき責務 ： 父親の家事意欲向上  

図：家事への参加割合 
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図：世帯別の家事時間比較 

対象者：安芸市・室戸市・田野町の 
    子育て世代の母親 
実施日：平成 19 年 8～9 月 
回答数：424 人中 307 人が回答 
    （回収率：72.4％ ） 
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▼事業の内容 

 子育て世代を対象としたアンケートにおいて、日常生活で一番負担が大きく、かつ手伝ってほしいと

感じている家事は「食事」であった。また、「食事」は、家事の中でも比較的男性が興味を持ちやすいテ

ーマであり、取り組みやすいと考えた。 
「食事」に関する事業といえば、「料理教室」が一般的ではあるが、過去の実績から単なる料理体験で

終わることが多く、我々の果たすべき責務においては効果が低い。そこで、我々は、「父親料理対決」を

提案する。参加者は対決に勝利するために練習をするので、台所に立つ時間が増え、自然な形で父親が

家事参加をすることになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼事業の手順 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
▼事業概要 
 
対 象 者 ： 子育て世代の父親 

 参 加 費 ： 3,000 円 
募集人数 ： 各ブロック 7 人 

 審 査 員 ： 各ブロック 10 人 
 スタッフ ： 各市町村事務局 
  
 
 その他、詳細は実行委員会にて決定 

 

 
実行委員会の設置

募集・ＰＲ活動

練 習 期 間

大会開催

事 後 調 査

予選 

ま  と  め

決勝

大会のルールや日程の調整、テーマ等について検討 

安芸郡市を３ブロックに分けて募集を行う（チラシ、広報誌等） 

選手は各自、家庭で練習を行う 

３ブロックで予選を行い、上位２名による決勝大会を開催 

参加者へのアンケート調査を行う 

優勝者のＰＲ、反省会を開催し次回に向けての検討を行う 

安芸 中芸 室戸

安芸市・芸西村 安田町・田野町・奈半利町
北川村・馬路村

室戸市・東洋町

優勝

予選 予選 予選

各ブロックの

代表２名

各ブロックの

代表２名

優勝

行　　動行　　動 意　　識意　　識

家で実際に作ってみる 料理は楽しい

家族で試食
（感想・アドバイス）

一家だんらんの
　　醍醐味を再確認

家族に喜ばれる
　　うれしさを味わう

後片づけ

予算内で買い物 家計のやりくりは大変

図：家事に対する意識調査 
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▼事業の実行性 
○ 効果の明示 

男 性 の 家 事 時 間 増 加 練習期間も含め、台所に立つことで家事時間が増加する。 
男性の家事に対する意識改革 実際に家事を行うことにより家事負担を理解する。 

次世代への男女共同参画教育 
子どもたちは、両親が協力して家事を行う姿を見て育つため、 
家事は男女が平等に行うものであるという意識付けができる。 

家族のだんらん時間増加 日常生活において共同で家事をすることで、共通の話題ができる。 
食 生 活 の 改 善 コショク（個食、孤食、固食）化の緩和。 

 
事業の有効性を検証するために、実際に調査研究事業メンバーと一般参加者数名による料理対決を実

施した。その結果、食事のみならず掃除・洗濯等の家事においても参加率が向上した。 
 

 

 

 

 

 
 
 ○予算金額 

歳  入  歳  出 
○参加料  3,000 円×7 名×3 会場 
○補助金   11,000 円×9 市町村 

63,000 円 
99,000 円 

 ○需用費 

材料費(予選)2,000 円×7 名×3 会場 

(決勝)2,000 円×6 名 

ポスター、チラシ等印刷費 

○報償費 決勝戦審査員(大会批評) 

○旅 費 決勝戦審査員旅費 

112,000 円 
 
 

 
30,000 円 
20,000 円 

合 計 162,000 円  合 計 162,000 円 
 
 ○既存事業との比較 

 男の料理教室 父 親 料 理 対 決 
年 齢 層 団塊の世代 子育て世代 

参 加 者 １５人 ２１人（７人×３ブロック） 

参 加 理 由 趣味 家族からの申し込み 

事 業 目 的 生涯学習 男性の家事協力 

得 る も の 教わった料理レシピ 料理の楽しさ、大変さを知る 

事 業 効 果 調理技術の習得 父親の家事時間の増加 

波 及 効 果 参加者のみ 応募者 100 人（見込み）とその家族・観覧者 
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図：プレ大会参加による家事分担の変化（Ａさんの事例） 妻 夫 
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▼事業の推進に向けて 
 ○日程計画 

  ４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月 

実行委員会     

募集・ＰＲ活動     

練習期間     

大会開催 
  予選 

決勝 
 

事後調査（アンケート）     

まとめ     

 

 ○推進体制 
  事務局は各市町村の男女

共同参画担当・企画担当と

し、３ブロックの持ち回りで

行い、実行委員会での意見の

集約、調整等を行う。 
実行委員会は、栄養士、保

健師、保育士、パワーアップ

女性塾、保育所・幼稚園・小

学校ＰＴＡで組織し、当事業

に関する企画・運営調整を行

う。 

 

まとめ 
当事業の有効性を検証した料理対決において、「食事」のみならず「掃除」「洗濯」と言っ

たその他の家事への参加割合も増えることが確認できた。これは、対決に勝利するために、

予算内での買い物や時間内での調理といった食事に関する家事体験をすることにより、家計

のやりくりや家事の大変さを理解することができたため、仕事や時間的な問題等で「食事」

に取り組むことができない場合でも、自分のできることをやってみようという意識の変化が

現れた結果ではないだろうか。 
この結果から「 行動から意識改革を行うことができる 」という成果が得られた。 

  大会参加前までは、ほとんど料理をしたことがなかったという参加者からも、楽しみなが

ら取り組むことができたという声があり、当事業は、押し付けではなく、楽しく自然な形で

家事参加を促進できるものであると考える。また、家での試作の際に家族から感想やアドバ

イスを聞くことにより、家庭内でのコミュニケーションの機会が増え、家族だんらんの時間

も増加した。 
  最後に、当事業は対決参加者のみならず、その家族や対決の観覧者たちの意識改革にもつ

ながる事業である。 ぜひとも事業化を！！ 

 

企画担当

栄養士、保健師、保育士、

パワーアップ女性塾

保育所・幼稚園・小学校ＰＴＡ

事務局

会　長

副会長

審査員 調整・運営

監　事

田野町室戸市 安芸市

男女共同参画担当

会　計 連絡・調整

実行委員会

※決勝大会の事務局は持ち回り
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